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地震・津波避難訓練を実施します

みなべ町臨時職員募集（保健師・看護師）

南高梅が「日高発祥ブランド」に推奨決定！

令
和
２
年
４
月
か
ら
の
町
内
保
育
所・

幼
稚
園
等
へ
の
入
所
申
込
み
に
つ
い
て

訓　練　日　時	 令和元年１１月３日（日・祝）　午前８時～
訓練対象地区	 南部・岩代・上南部地区

募集人員	 １名　　　　　　　　　
応募資格	 保健師または看護師
採用予定	 令和元年11月１日～令和２年３月31日
	 （契約更新の可能性あり）
募集期間	 10月１日（火）～10月17日（木）
	 午前８時30分～午後５時まで
	 （土・日・祝日を除く）
提出書類　履歴書（市販品）
	 保健師または看護師免許証の写し

提　出　先	 役場健康長寿課（保健福祉センター内）
	 みなべ町東本庄100番地
	 ※応募は郵送でも可。
	 ただし、10月17日（木）まで必着のこと。
採 用 方 法　書類審査後、面接により採用を決定します。
問い合わせ　健康長寿課　健康推進係
	 （℡	７４－３３３７）
※ハローワーク田辺に募集をかけていますので、そちらを
通して応募してください。　

　大地震発生を想定し、参加者全員が地震の際の安全行動を実施
し、津波浸水想定時間までに高台へ避難することを目標に行います。
　当日は、サイレンを合図にシェイクアウト訓練（右図の３つの安全行
動）を実施した後、避難を開始してください。
　※避難訓練終了後、独自訓練等を実施する地区があります。
問い合わせ先　　各地区自主防災会または総務課消防防災室（℡	７２－２１４２）
　※詳しくは、今月の広報紙と一緒にお届けしたチラシをご覧ください。

みなべ町では、健康長寿課で勤務してくれる臨時職員を次のとおり募集します（社保など各種保険あり）。

　日高管内の１市６町の広域的観光を推進している日高広域観光振興協議
会では、特産品の普及、販売促進を目的に、日高地方で初めて生み出された
特産品の品種または品目をひだかブランドとして、12のブランドを推奨決定し
ました。
　ひだかブランドは、日高発祥ブランドと日高新星ブランドの２つから構成さ
れており、日高地方発祥で県外からも幅広い人気と知名度を誇るブランドを
日高発祥ブランド、日高地方発祥でこれから県内外へPRしていきたい新しいブランドを日高新星ブランドとしています。
　みなべ町からは、「南高梅」が「日高発祥ブランド」に推奨決定されました。

3つの安全行動

（提供　効果的な防災訓練と防災啓発提唱会議）

◦
令
和
２
年
度
み
な
べ
町
教
育
・
保
育

給
付
認
定
申
請
書
兼
利
用
申
込
書

◦
就
労
証
明
書
な
ど
家
庭
で
の
保
育

が
困
難
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類

（
保
育
利
用
者
の
み
）

※
申
込
書
や
申
込
み
の
手
引
き
は
各

教
育
・
保
育
施
設
ま
た
は
教
育
学
習

課
に
あ
り
ま
す
。
申
込
み
に
関
す
る
詳

細
は
、
申
込
み
の
手
引
き
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
教
育
学
習
課
幼
児
教
育
室

（
℡
74	

‐	

３
７
３
８
）ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

令
和
２
年
４
月
か
ら
の
町
内
保
育

所
・
幼
稚
園
等
の
入
所
を
希
望
さ
れ

る
方
の
申
込
み
を
次
の
と
お
り
受
け
付

け
ま
す
。

　

所
定
の
用
紙
に
よ
り
、
教
育
学
習

課
ま
た
は
保
育
所
・
こ
ど
も
園
・
幼
稚

園
の
い
ず
れ
か
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
、
保
護
者

の
就
労
状
況
等
に
よ
り
、
保
育
の
必

要
性
に
よ
る
優
先
順
と
さ
せ
て
い
た
だ

く
た
め
、
希
望
す
る
施
設
に
入
所
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
現
在
通
園
さ
れ
て
い
る
お
子

様
に
つ
い
て
も
保
育
所
等
か
ら
配
布
さ

れ
ま
す
申
込
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
く

必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
令
和
２
年
５
月
以
降
に

入
所
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
年
度

途
中
入
所
の
手
続
き
に
よ
り
申
込
む
こ

と
と
な
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

■
保
育
利
用
者（
２・３
号
認
定
）

　

児
童
の
保
護
者
が
就
労
、
出
産
、

疾
病
、
親
の
介
護
等
に
よ
り
、
児
童

の
保
育
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認

め
ら
れ
る
０
～
５
歳
児
の
児
童

５
歳
児（
平
成
26
年
４
月
２
日
～

平
成
27
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

４
歳
児（
平
成
27
年
４
月
２
日
～

平
成
28
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

３
歳
児（
平
成
28
年
４
月
２
日
～

平
成
29
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

２
歳
児（
平
成
29
年
４
月
２
日
～

平
成
30
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

１
歳
児（
平
成
30
年
４
月
２
日
～

平
成
31
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

０
歳
児（
平
成
31
年
４
月
２
日
～

令
和
元
年
９
月
30
日
生
ま
れ
）

■
教
育
利
用
者（
１
号
認
定
）

　

保
育
認
定
利
用
者
以
外
の
３
～
５

歳
児
の
児
童

■
保
育
所（
園
）※
保
育
利
用
者
の
み

　
南
部
保
育
所　
定
員
60
名　

（
℡
72	‐	

４
５
２
０
）

　
高
城
保
育
所　
定
員
60
名　

（
℡
75	‐	

２
０
４
４
）

　
清
川
保
育
所　
定
員
19
名　

（
℡
76	‐	

２
２
５
１
）

　
ひ
か
り
保
育
所　
定
員
60
名

（
℡
72	‐	

２
０
７
０
）

　
愛
之
園
保
育
園　
定
員
60
名　

（
℡
72	‐	

２
３
７
１
）

■
こ
ど
も
園　
　
　
　

　
※
保
育
利
用
者
・
教
育
利
用
者

　
上
南
部
こ
ど
も
園　
定
員
１
５
０
名

（
℡
74	‐	

３
０
２
２
）

■
幼
稚
園　
　

※
教
育
利
用
者
の
み

　
南
部
幼
稚
園　
定
員
１
２
５
名

（
℡
72‐２
３
５
８
）

　
　
　

　
令
和
元
年
10
月
１
日（
火
）～

　
　
　
　
　
　
10
月
31
日（
木
）ま
で

　
　
　
　
　
　
　

１
．入
所
対
象
児
童

3
．申
込
受
付
期
間

４
．提
出
書
類

2
．教
育・保
育
施
設

入所申込みに係る説明会の開催
下記のとおり、説明会を開催いたします。
初めて入所申込みをされる方は、ぜひご出席ください。

日　時　１０月７日（月）　１９：００～
場　所　町生涯学習センター １階 大会議室
　　　　　　　　　　　※説明会は申込み不要です
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　８月２日、親子ら４５名が参加し、関西空港での夏休
み親子遠足（南部地域活動連絡協議会主催）を楽し
みました。
　この遠足では、空港をガイドの方の案内で見学し、
昼食に機内食を食べたり、ターミナルで買い物をするな
どして、楽しみながら空港について学びました。
　参加者からは「機内食があったかくておいしかっ
た。」、「飛行機を近くで見られてわくわくした。」などの
声が聞かれました。

　８月10日、11日に香川県で開催された全国中学生
少林寺拳法大会の組演武に南部中学校の尾原玲菜
さん、堀口叶愛さんが出場しました。
　結果は、準決勝で敗退となりました。
　堀口さんは「大会ではあまり緊張はしなかった。少
しの差で破れたので、来年出場できるように頑張りた
い。」、尾原さんは「強い人が多かったので、いい経験
になった。来年、もし出られたら決勝までいきたい。」と
話してくれました。

　今年も８月５日～７日にかけて町内の中学生、17名を日本体育大学に派遣しました。
　この事業は平成27年に町と日本体育大学が締結した「スポーツ・健康に関する協定」に基づき、スポーツや健康を
通じて相互の振興を図るため実施しており、今年で４年目となります。
　参加した生徒たちは、大学のゲストハウスに宿泊し、体幹トレーニングやストレッチ、ケガの予防処置や救命医療の
救急処置などを学びました。
　また、近代五種競技のレーザーランやエアロビックスでは学生の方に指導していただくとともに、一緒に競技を楽し
みました。

　８月３日、東京の日本武道館で、全日本少年少女武道錬成大会（少林寺拳法）が開催され、南部スポーツ少年団は、
組演武、単独演武、団体演武で、参加した24人全員が入賞を果たす活躍をされました。　
　入賞されたのは、次の皆さんです（敬称略）。

【組 演 武】コート１位	 室井良太・寺谷洋祐、栗山穂乃花・三前遥愛、笹原悠聖・西口紗愛
【単独演武】コート１位	 久保和亮、笹原梨菜
【団体演武】コート１位	 大川綾斗、坂上亮輔、寺谷洋祐、堀口虎之介、片岡千佳、室井良太、大木琥太郎、石丸万葉
入賞された皆さん	 濵路太志、大山悠、宮本音哉、高田栞奈、西山丈、片岡啓二、中村大河、形部颯太、
	 	 	 中内柚希、高田圭	 	

夏休み親子遠足で関西国際空港の裏側探検全国中学生少林寺拳法大会に出場
尾

おはら

原玲
れな

菜さん、堀
ほりぐち

口叶
とあ

愛さん

日本体育大学（中学生派遣）交流事業
南部スポーツ少年団が入賞 全日本少年少女武道錬成大会
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　８月24日に兵庫県で開催された第64回全国高等学校軟式野球選手権大会に南部高校が出場しました。全国大会
出場は5年ぶりで、結果は初戦での敗退（松商学園と対戦）となりましたが、選手の皆さんは一生懸命に頑張りました。
　監督、選手は次の皆さんです（敬称略）。

監督	 池田哲也　
選手	 宮本楓基、坂本隆飛、磯本蓮樹、山根啓登、宮本矩琉、山本真生、小山由基、坂内佑磨、岩本大輝、
	 中川祥吾、前田雄史、新田紳一郎、小山潤成、森山颯大
	 マネージャー　古川鈴

　９月５日、６日の両日、ホテル＆リゾーツ和歌山みなべで「元気！
ふれあい長寿のつどい」を開催し、592名の方にご参加いただき
ました。
　今年の演芸は、演歌歌謡ショーやものまねショーで、どちらも
昭和の歌謡曲を披露してくれたので、参加者は一緒に口ずさん
だり、手拍子をしたりして、会場は大いに盛り上がりました。
　参加した方は、「ものまねショーは似ていたし、上手だった。衣
装もキレイだった。」や「ここへ来たら同級生と会えて、子どもの
頃に戻るなぁ、うれしいよ。」などと話してくれました。

南部高校軟式野球部が全国大会に出場

「元気！ふれあい長寿のつどい」を開催

　

開
催
場
所　

高
城
公
民
館　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
開
催
予
定　
11
月
２
日（
土
）～

　
　
　
　
　
　
４
日（
月・振
替
休
日
）

　
開
催
場
所　
清
川
公
民
館

　
開
催
日　
11
月
17
日（
日
）、

　
　
　
　
　
　
24
日（
日
）

　
開
催
場
所　
町
内
各
会
場
で

　

種
目
や
参
加
申
し
込
み
方
法
な
ど

は
、
こ
の
広
報
紙
と一緒
に
お
届
け
し

た
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
土
地
は
、
国
民
の
た
め
の
限
ら
れ
た

貴
重
な
資
源
で
す
。

　
将
来
の
子
供
た
ち
の
た
め
、
明
日
の

豊
か
な
暮
ら
し
の
た
め
に
も
土
地
の
有

効
利
用
が
大
切
で
す
。

　
土
地
の
有
効
利
用
の
実
現
の
た
め
に

は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
が
で
き
る

限
り
の
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
は
も
ち

　

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、
公

的
年
金
等
の
収
入
や
所
得
額
が一定
基

準
額
以
下
の
、
年
金
受
給
者
の
生
活

を
支
援
す
る
た
め
に
、
年
金
に
上
乗
せ

し
て
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

受
け
取
り
に
は
請
求
書
の
提
出
が

必
要
で
す
。
ご
案
内
や
事
務
手
続
き

は
、
日
本
年
金
機
構（
年
金
事
務
所
）

が
実
施
し
ま
す
。

■
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
、
次
の

要
件
を
す
べて
満
た
し
て
い
る
方

○
65
歳
以
上
で
あ
る

○
世
帯
員
全
員
が
市
町
村
民
税
が

非
課
税
と
な
って
い
る

○
年
金
収
入
額
と
そ
の
他
所
得
額
の

合
計
が
約
88
万
円
以
下
で
あ
る

■
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金

を
受
給
し
、
次
の
要
件
を
満
た
し
て
い

る
方○

前
年
の
所
得
額
が
約
４
６
２
万

円
以
下
で
あ
る

①
平
成
31
年
４
月
１
日
以
前
か
ら
年

金
を
受
給
し
て
い
る
方

　

対
象
と
な
る
方
に
は
、
日
本
年
金

機
構
が
請
求
手
続
き
の
ご
案
内
を
９

月
上
旬
か
ら
送
付
し
て
い
ま
す
。

　
同
封
の
は
が
き（
年
金
生
活
者
支
援

給
付
金
請
求
書
）に
記
入
し
、
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

②
平
成
31
年
４
月
２
日
以
降
に
年
金

を
受
給
し
は
じ
め
た
方

　

年
金
の
請
求
手
続
き
と
併
せ
て
年

金
事
務
所
ま
た
は
役
場
で
請
求
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

	１．
ハ
ガ
キ
が
届
い
て
か
ら
１
週
間
を
過

ぎ
て
も
手
続
き
は
可
能
で
す
。
た
だ

し
、
令
和
元
年
12
月
末
日
を
過
ぎ

て
手
続
き
を
し
た
場
合
、
令
和
２

年
２
月
分
か
ら
の
年
金
生
活
者
支

援
給
付
金
の
お
支
払
と
な
り
、
令

和
元
年
10
月
分
～
令
和
２
年
１
月

分
の
給
付
金
は
受
け
取
れ
ま
せ
ん
。

	２．
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
の
お
支

払
は
、
２
カ
月
分
を
年
金
と
同
じ

受
取
口
座
に
、
年
金
と
は
別
途
お

支
払
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
℡
０
５
７
０	‐	

０
５	‐	

４
０
９
２

　
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
お
越
し
く

だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
開
催
日　
10
月
26
日（
土
）、
27

　
　
　
　
　
　
日（
日
）

　
開
催
場
所　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
南
部
公
民
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

		

開
催
日　
11
月
３
日（
日
・
祝
）

		

開
催
場
所　
ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー

　
開
催
予
定　
11
月
２
日（
土
）、

　
　
　
　
　
　
３
日（
日
・
祝
）

くらし
の

情  報

住
民
福
祉
課（
℡
72-

2
1
6
1
）か
ら

対
象
と
な
る
方

請
求
手
続
き

注
意
事
項

令
和
元
年
10
月
１
日
か
ら

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
制
度
が

は
じ
ま
り
ま
す

大
展
覧
会
等
の
開
催

教
育
学
習
課（
℡
74-

３
１
３
４
）か
ら

大
展
覧
会

芸
能
ま
つ
り

高
城
文
化
展・菊
花
展

清
川
文
化
展

建
設
課（
℡
33-

９
３
７
０
）か
ら

10
月
１
日
は「
土
地
の
日
」

10
月
は「
土
地
月
間
」で
す

第
１４
回

み
な
べ
町
ス
ポ
ー
ツ
大
会
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特
別
徴
収
の
事
務

　

毎
年
５
月
に
、
特
別
徴
収
義
務
者

あ
て
に「
特
別
徴
収
税
額
決
定
通
知

書
」を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
そ
の
税

額
を
毎
月
給
料
か
ら
徴
収
し
、
翌
月

の
10
日
ま
で
に
合
計
額
を
、
各
従
業

員
の
住
所
地
の
市
町
村
へ
納
入
し
て
く

だ
さ
い
。

納
期
の
特
例
に
つ
い
て

　

従
業
員
が
常
時
10
名
未
満
の
事
業

所
は
、
申
請
に
よ
り
年
12
回
の
納
期

を
年
２
回
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
、
税
務
課
へ
。

　

法
人
・
個
人
を
問
わ
ず
、
給
与
等

を
支
払
っ
た
事
業
所
等
は
、
令
和
２
年

１
月
31
日
ま
で
に
給
与
支
払
報
告
書

を
各
市
町
村
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

給
与
支
払
報
告
の
対
象
者
は
、
令

和
元
年
中
に
給
与
、
賃
金
等
を
支
払
っ

た
方
全
員（
専
従
者
給
与
、パ
ー
ト
代
、

ア
ル
バ
イ
ト
代
も
含
ま
れ
ま
す
。）と
な

り
ま
す
の
で
、
在
職
し
て
い
る
方
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
年
の
途
中
で
退
職
し

た
方
、
１
回
で
も
給
与
等
を
支
払
っ
た

第
三
回　

高
野
山
町
石
道
を
訪
ね
て

（
み
な
べハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
主
催
）

日　

時　
10
月
13
日（
日
）

　
　
　
　
午
前
６
時
40
分

　
　
　
　
ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー
出
発

行
き
先　
矢
立
～
大
門
～
檀
上
伽
藍

　
　
　
　
距
離　
６・５
㎞

参
加
費　
１
人　
６
０
０
０
円

持
ち
物　
お
弁
当
、
飲
み
物
ほ
か

　
　
　
　
（
歩
き
や
す
い
服
装
で
）

申
込
み　

10
月
10
日（
木
）ま
で
に
中

央
公
民
館
へ
。（
雨
天
中
止
）

※
定
員
は
40
名（
先
着
順
）で
す
。

　
帰
り
は
龍
神
温
泉
に
寄
る
予
定
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　
中
央
公
民
館（
℡
74	‐	

３
３
３
４
）

　
有
間
皇
子
が
牟
婁
の
湯
に
向
か
っ
た

道
な
ど
を
ガ
イ
ド
と
と
も
に
歩
き
ま
せ

ん
か
。
定
員
は
40
名（
先
着
順
）。

方
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
狂
犬
病
予
防
法
で
は
、
犬
の
飼
い
主

に
対
し
て
、「
市
町
村
への
犬
の
登
録
」

と「
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
の
接

種
」が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
犬

の
登
録
や
狂
犬
病
予
防
注
射
の
接
種

が
ま
だ
お
済
み
で
な
い
方
は
、
速
や
か

に
登
録
及
び
予
防
接
種
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
狩
猟
犬
を
飼
っ
て
い
る
方
も

狩
猟
が
解
禁
に
な
る
前
に
必
ず
登
録
と

予
防
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

※
登
録
済
み
の
犬
が
亡
く
な
っ
た
時

は
、生
活
環
境
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
台
帳
整
理
の
た
め
）

次
の
各
号
に
該
当
す
る
者
は
、
20
万

円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。（
抜
粋
）

１　

犬
の
登
録
の
申
請
を
せ
ず
、
鑑

札
を
犬
に
着
け
ず
、
又
は
届
け
出
を
し

な
か
っ
た
者
。

２　

犬
に
予
防
注
射
を
受
け
さ
せ
ず
、

又
は
注
射
剤
票
を
着
け
な
か
っ
た
者
。

日　

時　
11
月
９
日（
土
）

　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
に

　
　
　
　
Ｊ
Ｒ
切
目
駅
に
集
合

解　

散　
午
後
３
時　
千
里
王
子

参
加
費　
１
０
０
０
円（
保
険
料
・

　
　
　
　
簡
単
な
お
土
産
込
み
）

申
込
み	　
10
月
31
日（
木
）ま
で
に

Ｆ
Ａ
Ｘ（
72	‐	

２
４
１
６
）へ
。

お
問
い
合
わ
せ
先（
代
表　
松
川
）

　　

今
年
は
５
月
５
日
に
Ｏ
Ｊ
Ｉ
Ｎ
Ｓ
・

梅
星
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
主
催
の
地
域
を
元

気
に
す
る
イ
ベ
ン
ト「
一
夜
限
り
の
梅

干
し
Ｂ
Ａ
Ｒ
」に
補
助
し
ま
し
た
。　

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
岩
代
駅
で
梅
酒
・

梅
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
を
販
売
、
子
供
た
ち

に
は
お
菓
子
ま
き
、
夜
は
星
空
観
察
も

実
施
す
る
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容

で
、
多
く
の
参
加
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
町
の
活
性
化
の
た
め
に
活
動
し
た
い

と
お
考
え
の
団
体
は
、
総
務
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
受
付	

午
後
１
時
15
分
～

◆
高
城
小
学
校　
10
月
18
日（
金
）

　
　
　
　
　
受
付	

昼
12
時
50
分
～

◆
南
部
小
学
校　
10
月
29
日（
火
）

　
　
　
　
　
受
付	

昼
12
時
45
分
～

※
新
入
学
予
定
児
童
の
ご
家
庭
に
は

案
内
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

　
和
歌
山
県
及
び
県
内
全
市
町
村
は
、

昨
年
度
か
ら
原
則
と
し
て
全
て
の
事

業
者
を
特
別
徴
収
義
務
者
に
指
定
し
、

個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
を
徹
底
し

て
い
ま
す
。

　

個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
と
は
、

事
業
者（
給
与
支
払
者
）が
、
所
得
税

の
源
泉
徴
収
と
同
様
に
、
毎
月
、
従

業
員（
給
与
所
得
者
）に
支
払
う
給
与

か
ら
住
民
税（
市
町
村
民
税
＋
県
民

税
）を
徴
収（
天
引
き
）し
、
住
民
税

の
納
税
義
務
者
で
あ
る
給
与
所
得
者

（
従
業
員
）に
代
わ
っ
て
納
入
し
て
い

た
だ
く
制
度
で
、
地
方
税
法
で
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

行
政
相
談
は
、
行
政
の
仕
事
や
手

続
き
、
サ
ー
ビ
ス
な
ど
で
、「
困
って
い

る
」「
こ
う
し
て
ほ
し
い
」な
ど
の
意
見

や
相
談
を
お
受
け
す
る
も
の
で
す
。

　

総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行
政

相
談
委
員
が
、
皆
さ
ん
か
ら
相
談
を
お

受
け
し
、
そ
の
解
決
の
た
め
の
助
言
や

関
係
行
政
機
関
と
の
連
絡
な
ど
、
皆

さ
ん
と
行
政
と
の
橋
渡
し
を
し
ま
す
。

　

町
で
は
、
毎
月
、
人
権
相
談
、
登

記
相
談（
随
時
）と
合
同
で
、
行
政
相

談
日
を
設
け
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳

守
さ
れ
ま
す
。

　

毎
月
の
相
談
日
は
、
広
報
紙
や
町

内
放
送
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

10
月
の
相
談
日

　
８
日（
火
）町
役
場

　
　
　
　
　
　
（
人
権
・
行
政
相
談
）

　
15
日（
火
）高
城
公
民
館
と
清
川
公

　
　
　
　
　

	

民
館（
行
政
相
談
）

※
時
間
は
い
ず
れ
も
、
午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分
ま
で
で
す
。

ろ
ん
で
す
が
、
何
よ
り
も
土
地
施
策
への

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
不
可
欠

で
す
。

１０
月
か
ら
地
籍
調
査
事
業
を
実
施

【
土
地
所
有
者
に
と
って
は
、
こ
ん
な
こ

と
に
役
立
ち
ま
す
】

○
土
地
取
引
が
円
滑
に
で
き
る

○
土
地
ト
ラ
ブ
ル
の
未
然
防
止

○
課
税
の
適
正
化

○
境
界
確
認
の
費
用
が
か
か
ら
な
い

　

令
和
２
年
度
、
町
立
小
学
校
へ
の

新
入
学
予
定
児
童
の
就
学
時
健
康
診
断

（
内
科
・
歯
科
・
知
能
検
査
な
ど
）を
、

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

対
象
児
童　
平
成
25
年
４
月
２
日
～

　
　
　
平
成
26
年
４
月
１
日
生
ま
れ

各
校
の
実
施
日
時

◆
岩
代
小
学
校　
10
月
１
日（
火
）

　
　
　
　
　
受
付	

午
後
１
時
20
分
～

◆
上
南
部
小
学
校　
10
月
11
日（
金
）

　
　
　
　
　
受
付	

午
後
１
時
～

◆
清
川
小
学
校　
10
月
16
日（
水
）

　

健
康
に
つ
い
て
の
講
習
を
受
け
、
ミ

ニ
ド
ッ
ク
健
診
な
ど
の
啓
発
活
動
を
し

て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

　

一
緒
に
健
康
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

　
講
習
会
は
、
左
記
の
２
日
間
の
日
程

で
開
催
さ
れ
ま
す
。

日　
　

時　
11
月
12
日（
火
）　

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
５
時

講
習
内
容　

健
康
日
本
21
、
第
三
次

和
歌
山
県
健
康
増
進
計

画
に
つ
い
て
等

日　
　

時　
11
月
22
日（
金
）　

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
５
時

講
習
内
容　
生
活
習
慣
病
や
管
内
市

町
の
健
康
状
態
と
各
種

健
診
に
つ
い
て
等

※
場
所
は
２
日
間
と
も
西
牟
婁
振
興
局

４
階
大
会
議
室
で
す
。

申
込
み
締
切　
10
月
25
日（
金
）

お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
み

　
ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー
保
健
師（
℡
74	

‐	

３
３
３
７
）ま
で
。

来
年
度
小
学
校
入
学
児
童
の

就
学
時
検
診
を
実
施

教
育
学
習
課（
℡
74-

２
１
９
１
）か
ら

個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
を

徹
底
し
て
い
ま
す

給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
に

つ
い
て

税
務
課（
℡
72-

2
1
6
2
）か
ら

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射

の
お
願
い

生
活
環
境
課（
℡
72-

３
６
０
５
）か
ら

狂
犬
病
予
防
法
第
27
条

１０
月
７
日
～
１３
日
は

行
政
相
談
週
間

総
務
課（
℡
72-

２
０
５
１
）か
ら

健
康
推
進
員
に
な
り
ま
せ
ん
か

健
康
長
寿
課（
℡
74-

３
３
３
７
）か
ら

町
民
ハ
イ
キ
ン
グ
の
お
知
ら
せ

中
央
公
民
館
か
ら

歴
史
ウ
ォ
ー
ク
︱
有
間
皇
子
が

見
た
風
景
︱
を
開
催

Ｏ
Ｊ
Ｉ
Ｎ
Ｓ・梅
星
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら

町
を
活
性
化
し
て
く
れ
る
団
体

に
補
助
し
て
い
ま
す

総
務
課（
℡
72-

２
０
５
１
）か
ら
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　みなべ町在住の那須さんが６２歳で認知症と診断されてから現在までの気持ち、
いま楽しみにしていることなど…　いろいろなお話をしてくれます。
　きっと、認知症に対する認識が変わります。
　みなさん、ぜひ来てください。

■参加申し込み	 10月18日（金）まで
	 地域包括支援センターへ
■お問い合わせ先	 地域包括支援センター（℡	74-8065） 那須孝二さん

献血にご協力を

日 時	 ４日・11日・18日・25日の金曜日
	 18：00～21：00　
	 　トレーニングマシン等による自由運動
	 20：00～21：00　
	 　健康リズム体操（音楽に合わせて行う
	 　楽しい体操です。）　
場 所	 はあと館（社会福祉センター）
対 象 町内在住・在勤の成人の方
持ってくるもの
	 室内用運動靴、飲み物、タオルなど
※トレーニングに適した服装でお越しください。

■日　時	 10月17日（木）13：30～15：00
■場　所	 Ａコープみなべ

　管理栄養士・保健師による、
メタボリックシンドローム予防や生
活習慣病についての相談を行い
ます。
	血圧測定やメタボリ先生（肥満
度判定付血管年齢測定システ
ム）の測定も行いますので、お気
軽にお立ち寄りください。

　臓器移植は臓器の機能が著しく低下し、移植によってのみ回復する医療であり、社会の理解と支援があって成り
立つ医療です。
　厚生労働省では、毎年１０月を「臓器移植普及推進月間」と定め、啓発等を行っています。

■開催日	 10月１日～12月10日（毎週火曜日）
	 10月22日は休み
■時　間	 19：00～19：30　受付
	 19：30～21：00　ストレッチ教室
■場　所	 ふれ愛センター
■対　象	 町内在住・在勤の成人の方
■持ってくる物
 タオル、室内用運動靴、飲み物
※申し込みは不要です。　参加費無料！
　10月15日（火）のみ、メタボリ先生の測定ができ
　ます。

認知症と共に自分らしく生きる
～認知症当事者の声を聞いてみませんか～

秋の健康相談 楽しいストレッチ教室

※献血カードまたは本人であること
を証明できるもの（運転免許証な
ど）をお持ちください。

10月30日（水）
	 9：00～11：00	 はあと館（町社会福祉センター）
	12：30～15：00	 介護老人福祉施設	虹様前
	15：30～16：30	 ふれ愛センター

10月のトレーニング教室

日　時　10月15日（火）10：00～11：30
場　所　ふれ愛センター
対　象　妊婦または小さなお子さんの保護者
マタニティのお母さん同士の仲間づくりの場です。
ぜひ、遊びに来てください。

マタニティー＆ベビーサロン

目の愛護月間
　2大失明原因である緑内障と糖
尿病網膜症は、初期には自覚症
状が全くありません。
　あなたの目の健康を守るため、
年に一度は眼科専門医で診ても
らいましょう。

町内をレントゲンバスが巡回します。
　（受診無料！５分で完了！）
巡回日　10月23日（水）・24日（木）
対　象　今年度、胸部検診を受診していない40歳

以上の町民
※巡回場所や時間は、今月の広報紙と一緒にお届
けしたチラシをご覧ください。

　毎年10月は「がん検診受診率50％達成に向けた
集中キャンペーン月間」です。
　がんは、わが国の死因の第１位で、平成30年には
年間約37万3千人が亡くなっており、およそ3人に1
人は「がん」で亡くなったことになります。
　がんによる死亡者を減少させるためには、早期発
見・早期治療が重要です。
　毎年検診を受けて、健康チェックをしましょう。

胸部（結核・肺がん）検診を
受けましょう

がん検診！ めざせ受診率50％超

「がん健診　愛する家族への　贈り物」

日　時　10月23日（水）
 開場13：00　開演13：30～15：00
場　所	 保健福祉センター（ふれ愛センター	東本庄100番地）
	 ２階	プララホール

臓器移植普及推進月間

「いのちへの優しさとおもいやり」
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10月のテーマ展示
「一度は行きたい!!世界遺産」　

　「紀伊山地の霊場と参詣道」が世界遺産に登録
されて今年で15周年を迎えます。
　7月には大阪府の「百舌鳥・古市古墳群」が世
界遺産に登録され、国内の世界遺産は合計23件
となりました。国内・国外の魅力あふれる世界遺
産の本を紹介します。

「スポーツの秋」
　10月14日は「体育の日」です。
　1964年、東京でオリンピックが開かれたことに
由来しています。そこで今月は、スポーツの本をた
くさん集めました。涼しくなってきたので、体を動
かすのにはちょうどいいかも!？

日　時　10月５日（土）　午後２時から
場　所　ゆめよみ館　２階会議室
内　容　遠野言葉で遠野ものがたりを語ってくれ
　　　　ます。
定　員　30名（町内の方を優先）　
※お申込みは、ゆめよみ館（℡72-1410）へ

　今年は28名が参加してくれました。水を入れた
ペットボトルに細かく切ったお菓子の袋等を入れ、ロ
ケットを作りました。たくさんの素敵なロケットが出来
ました。

『配色アイデア手帖 日本の美しい色と言葉
　心に響く和のデザインがつくれる本』

桜井輝子 著(SB クリエイティブ)

　イラストやデザインの配色が決まらない、創作のイ
メージにピッタリの色が見つからない…そんな時に
使ってみては? 日本の行事や季節・芸術作品などを
キーワードに、選りすぐりの配色を網羅しています。
　また、秘色・舛花色・呉須色など、聞いたこともない
色名がもりだくさん! 二十四節気など、ちょっと人に自
慢できるコラムもあるので、読むだけでも楽しめます。

1階

2階

ゆめよみ館は祝日も開館しています

	１日（火）	休館（館内整理日）
	５日（土）	大平悦子氏講演会（14：00～）
	 	おはなし会（14:00～）
	７日（月）	休館
	12日（土）	おはなし会（14:00～）
	15日（火）	休館
	19日（土）	おはなし会（14:00～）
	21日（月）	休館
	24日（木）	ちいさいひとのためのおはなし会
	 	（0～3歳）（10:30～）
	26日（土）	ビデオ上映会（10：30～）
	 	おはなし会（14:00～）
	28日（月）	休館
	31日（木）	休館（館内整理日）

※10月5日（土）のわくわくタイムは
お休みです。

ゆめよみ館
10月のカレンダー

上南部分館 おはなしの会
10月5日（土）午前１０時３０分から

こんな本、いかが?

今月のオススメ 

大平悦子氏　講演会

つくってあそぼう！『きらきらロケット！』
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今月のオススメ 

町民の皆さんが普段の生活の中で、抱えている悩
みや困りごとを相談員の方に相談できる窓口です。

■人権・行政相談
　◯10月8日（火）13：30～15：30
　　ふれ愛センター

■消費生活巡回相談
　◯10月3日(木)・17日(木)13:00～15:00
　　みなべ町役場

■農業資金相談
　◯10月23日(水)13：00～16：00
　　みなべ町役場
　○申込先　産業課（℡72-1337）
　　※個別相談のため、事前申込が必要です。
　　　【10月18日（金）まで】

■生活お困り相談
　◯今月は休みとなります。

■教育相談
　◯教育学習課
　　⃝学校は、℡74-2191へ。
　　⃝幼稚園、保育所、学童保育所は、
　　　℡74-3738へ。

■暮らしなんでも相談（町社協）
　◯毎週月～金曜日9：00～16：00
　　はあと館
　
■身近な民生委員・児童委員さんにご相談を

　民生委員・児童委員は相談内容に応じて必要
な支援が受けられるように行政や関係機関につ
ないでくれます。
　また、児童福祉を専門とする主任児童委員も
います。
　お問い合わせ先　住民福祉課（℡72-2161）

■県による巡回職業相談
　◯10月11日（金）13：00～15：00　
　　南部公民館

相談員が求人情報を提供、また求職の相談を受
けます。くわしくは、日高振興局企画産業課（℡
0738-24-2911）へ。

■田辺年金事務所年金相談
◯10月12日（土）（9：30～16：00）
　同事務所（田辺市朝日ヶ丘　℡24-0432）へ
ねんきんダイヤル　0570-05-1165

（IP電話・PHSからは℡03-6700-1165へ）
月曜日　　　午前8：30～午後7：00
火～金曜日　午前8：30～午後5：15
第２土曜日　午前9：30～午後4：00
※月曜日が祝日の場合は翌日以降の開所日初日
に午後7：00まで相談をお受けします。
※祝日（第２土曜日を除く）、12月29日～1月3日
は休み

■延長窓口実施日時
　◯毎週木曜日 17：15～19：00
　　（年末年始、祝日は除く）
■開設場所　　住民福祉課
■交付できる証明書　　
　◎住民票の写し ◎印鑑登録証明書
　◎マイナンバーカードの交付
■連絡先　住民福祉課 ℡72-2161

夜 間（土曜日）・小児救急診療所

延 長 窓 口

◯毎週土曜日18：00～21：30
　（年末年始、祝日は除く）
　田辺市高雄一丁目23-1
　（田辺市民総合センター内）℡26-4909へ

各 種 相 談 など

　住民福祉課では、平日の開庁時間に来庁
できない人のために、時間外に証明書などを
発行します。
　サービスを利用される場合は、必ず当日の
午後5時15分までにご連絡ください。
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　７月21日、「2019年少林寺拳法
和歌山県民体育大会」が白浜町立
総合体育館で開催され、南部スポー
ツ少年団の糸川涼介君・宮本沙絢
さん、片岡千佳さん・大川綾斗君が
組演武の小学生の部で最優秀とな
り、全国大会に出場されます。
　11月に開催される全国大会での
活躍を期待しています。

全国大会に向けて
　糸 川 君	 選ばれて、うれしかった。全国大会まで真面目に練習します。
　宮本さん	 毎日の練習は楽しいです。当日は、緊張しないように頑張ります。
　片岡さん	 大川くんとのペアは３回目（２年生、４年生、今年）で、演武しやすいです。
	 全国大会で１位になれるよう頑張ります。
　大 川 君	 県大会では、選ばれる自信がありました。全国大会では、メダルを持って帰れるよう頑張ります。

少林寺拳法の組演武 全国大会出場


